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研究成果の概要 

昨年に引き続き研究を行った。以下の顕著な成果があった。 

 

ブラックボックスシステムの反例駆動リアプノフ関数生成に基づく安定性証明:  

ブラックボックスである力学系のリアプノフ安定性を検証する手法を研究した。安定性の証明として

リアプノフ関数を得るために、既存手法ではブラックボックスシステムの挙動を多数の点でサンプリ

ングし、このサンプルを元にブラックボックスの挙動を近似する。この手法では、必要とするサンプ

ル点の多さのために、スケーラビリティに問題がある。提案手法では、反例駆動にこのプロセスを実

行することで、効率化を行う。  

 

信号時相論理を満たす制御方策のスケーラブルな設計手法の提案:  

信号時相論理(STL: Signal Temporal Logic) はロボットの経路計画において有力なタスク表現とし

て知られている。一方、STL を満たす経路計画問題は従来、混合整数計画問題として定式化され

ているため、計算時間がタスク数や状態の次元に対し著しく多くなってしまう問題があった。本成果

では、STL制約付き最適制御問題を CCP（Convex-Concave Procedure）に帰着させるアルゴリズム

を新たに提案することで、従来法よりもよりスケーラブルな求解を可能とした。 
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